
広報奥出雲 4広報奥出雲5

一味同心塾

田植え体験交流会田植え体験交流会

地区

横田

三成

亀嵩

亀嵩

鳥上

出品者

藤原トミ子

川崎　司

佐藤治巳

若槻時広

長澤昭夫

▲コナラの苗木を植樹する児童たち

▲安全祈願祭の様子

▲にぎわう山頂の様子

▲仲間の声援に応え、力走する児童

▲首席に輝いた「ふじかつ7号」 ▲山頂で行なわれた山城祭の様子

名　号

ふじかつ７

やまと３

やどふじ２０

ゆりひら

ゆきこ４

亀 嵩 支 部

成績（序列）

首席

次席

参席

四席

五席

団体優勝

【成績表】

　
昔
な
が
ら
の
手
植
え
に
よ
る
田

植
え
体
験
交
流
会
が
五
月
三
十
日
、

料
理
研
究
家
の
中
村
成
子
先
生
が

館
長
を
務
め
る
「
一
味
同
心
塾
」

前
の
水
田
で
開
催
さ
れ
、
町
内
や

東
京
、
隠
岐
な
ど
か
ら
約
百
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

　
こ
の
体
験
交
流
会
は
、
地
元
の

「
米
づ
く
り
実
行
委
員
会
」
が
、

都
市
住
民
と
の
交
流
や
食
の
安
全

に
つ
い
て
考
え
よ
う
と
主
催
し
、

今
年
で
八
回
目
を
迎
え
ま
す
。

　
神
事
で
は
、
田
の
神
「
さ
ん
ば

い
さ
ん
」
に
豊
作
を
願
っ
た
後
、

真
地
自
治
会
の
内
谷
田
植
え
囃
子

保
存
会
の
メ
ン
バ
ー
五
十
人
に
よ

る
華
や
か
な
田
植
え
囃
子
が
披
露

さ
れ
ま
し
た
。

　
米
作
り
実
行
委
員
会
の
安
部
清

委
員
長
は
「
各
方
面
か
ら
の
協
力

に
感
謝
し
、
こ
れ
か
ら
も
本
物
の

お
米
を
全
国
に
発
信
し
た
い
」
と

あ
い
さ
つ
が
あ
り
、
中
村
館
長
か

ら
「
交
流
を
通
し
た
出
会
い
や
縁

を
大
切
に
し
、
豊
か
な
自
然
の
恵

み
を
、
次
の
世
代
に
つ
な
げ
て
い

き
た
い
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。
　

　
続
い
て
、
参
加
者
が
「
早
乙
女

花
」
と
も
呼
ば
れ
る
薄
紫
色
の
タ

ニ
ウ
ツ
ギ
の
花
を
飾
っ
た
三
十
�

水
田
に
入
り
、
豊
作
を
願
い
な
が

ら
丁
寧
に
手
植
え
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
交
流
会
は
、
奥
出
雲
発
の

本
物
の
食
、
仁
多
米
の
ブ
ラ
ン
ド

化
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　
林
野
庁
の
「
水
源
の
森
百
選
」

に
認
定
さ
れ
て
い
る
、
玉
峰
山
（
標

高
八
百
二
十
　
）
で
五
月
十
日
、

亀
嵩
観
光
文
化
協
会
、
亀
嵩
公
民

館
の
主
催
で
山
開
き
・
し
ゃ
く
な

げ
登
山
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
山
開
き
の
神
事
で
シ
ー
ズ
ン
中

の
安
全
を
祈
願
し
た
後
、
登
山
愛

好
者
や
家
族
連
れ
な
ど
県
内
外
か

ら
集
ま
っ
た
約
百
人
が
、
山
頂
ま

で
の
約
一
時
間
、
新
緑
や
登
山
道

の
途
中
に
あ
る
雄
滝
や
雌
滝
な
ど

を
観
賞
し
な
が
ら
山
頂
を
目
指
し

ま
し
た
。

　
下
山
後
は
、
地
元
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
グ
ル
ー
プ
や
地
元
有
志
に
よ

る
、
山
菜
の
天
ぷ
ら
が
振
る
舞
わ

れ
、
参
加
者
は
、
自
然
の
恵
み
を

堪
能
し
て
い
ま
し
た
。

メ
ー
ト
ル

　
五
月
二
十
日
、
第
五
回
奥
出
雲

町
小
学
校
連
合
体
育
大
会
が
、
三

成
運
動
公
園
陸
上
競
技
場
に
お
い

て
開
催
さ
れ
、
町
内
九
つ
の
小
学

校
か
ら
、
三
年
生
以
上
の
児
童
が

参
加
し
ま
し
た
。

　
競
技
は
、
ト
ラ
ッ
ク
二
十
一
種

目
、
フ
ィ
ー
ル
ド
四
種
目
で
熱
戦

が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
そ
の
う
ち
八

種
目
で
大
会
新
記
録
が
誕
生
し
ま

し
た
。

　
会
場
に
は
、
多
く
の
保
護
者
や

関
係
者
が
応
援
に
訪
れ
、
ま
た
各

小
学
校
の
応
援
席
で
は
、
仲
間
の

が
ん
ば
り
に
熱
い
声
援
が
送
ら
れ

て
い
ま
し
た
。
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六
月
十
一
日
、
建
設
工
事
が
進

む
尾
原
ダ
ム
の
雲
南
市
北
原
地
内

で
、
斐
伊
川
の
上
流
、
下
流
域
に

あ
る
小
学
校
十
一
校
の
児
童
約
二

百
五
十
人
が
、
コ
ナ
ラ
の
苗
木
約

三
百
本
を
植
樹
し
ま
し
た
。

　
こ
の
植
樹
は
、
ダ
ム
建
設
に
よ

る
付
替
え
道
路
周
辺
な
ど
の
緑
化

を
進
め
る
た
め
、
国
土
交
通
省
、

県
、
雲
南
市
、
奥
出
雲
町
、
斐
伊

川
く
ら
ぶ
で
つ
く
る
実
行
委
員
会

が
主
催
し
、
今
年
で
十
回
目
と
な

り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
、
延
べ
百
五
十
九
校
、

約
四
千
人
の
小
学
生
が
参
加
し
、

六
千
三
百
本
を
超
え
る
ど
ん
ぐ
り

の
苗
木
が
植
樹
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
開
始
式
で
は
、
参
加
校
を
代
表

し
て
、
三
成
小
学
校
四
年
の
石
郷

晶
斗
さ
ん
、
小
笹
夏
実
さ
ん
が
「
心

を
込
め
て
、
未
来
ま
で
残
る
ど
ん

ぐ
り
の
木
を
植
え
ま
す
」
と
宣
誓
。

　
児
童
た
ち
は
、
シ
ャ
ベ
ル
を
手

に
土
を
掘
り
、
竹
ポ
ッ
ト
で
育
て

た
十
五
�
ほ
ど
の
コ
ナ
ラ
苗
木
を

丁
寧
に
植
樹
し
、
一
人
ひ
と
り
が

「
大
き
く
育
っ
て
」
、
「
根
を
は

り
、
新
し
い
森
に
な
る
よ
う
に
」

な
ど
書
か
れ
た
記
念
プ
レ
ー
ト
を

添
え
て
成
長
を
願
い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
植
樹
に
参
加
し
た
小

学
校
に
よ
る
交
流
会
が
温
泉
小
学

校
で
開
か
れ
、
斐
伊
川
流
域
全
体

の
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　
登
山
者
の
安
全
を
祈
願
し
、
戦

国
武
将
三
澤
氏
の
遺
徳
を
偲
ぶ
、

「
要
害
山
山
城
祭
」
が
五
月
三
十

一
日
、
三
沢
城
跡
保
存
会
の
主
催

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
山
頂
で
行
な
わ
れ
た
神
事
に
は
、

多
く
の
来
賓
、
地
域
住
民
な
ど
約

百
人
が
参
列
し
、
来
賓
の
井
上
町

長
か
ら
「
遠
い
戦
国
の
世
に
思
い

を
は
せ
、
こ
れ
か
ら
も
、
住
み
よ

い
ふ
る
さ
と
守
っ
て
く
だ
さ
い
」

と
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
今
年
も
三
沢
小
学
校
児

童
に
よ
る
武
者
行
列
が
行
な
わ
れ
、

山
頂
に
歴
代
城
主
の
旗
が
飾
ら
れ

る
中
、
出
陣
の
際
に
行
な
わ
れ
た

「
三
献
儀
」
が
勇
壮
に
披
露
さ
れ
、

祭
り
に
彩
り
を
添
え
ま
し
た
。

さ
ん
こ
ん
の
ぎ

　
平
成
二
十
一
年
度
、

第
一
回
奥
出
雲
町
肉
用

子
牛
共
進
会
が
六
月
十
日
、

横
田
畜
産
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
町
内
九
地
区

か
ら
四
十
二
頭
の
肉
用

子
牛
が
出
品
さ
れ
、
審

査
員
に
よ
っ
て
個
体
審
査
、

比
較
審
査
が
行
な
わ
れ

ま
し
た
。

セ
ン
チ

玉
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山
山
開
き

玉
峰
山
山
開
き
・
し
ゃ
く
な
げ
登
山

し
ゃ
く
な
げ
登
山

登
山
シ
ー
ズ
ン
到
来

登
山
シ
ー
ズ
ン
到
来

登
山
シ
ー
ズ
ン
到
来

メ
ー
ト
ル

　
国
定
公
園
「
吾
妻
山
」
（
標
高

一
、
二
三
九
�
）
の
山
開
き
が
六

月
十
三
日
、
麓
の
駐
車
場
で
行
な

わ
れ
ま
し
た
。

　
安
全
祈
願
祭
に
は
、
井
上
町
長

や
地
元
自
治
会
の
方
々
、
庄
原
市

比
和
町
か
ら
の
来
賓
な
ど
が
出
席

し
、
今
年
一
年
の
山
の
安
全
を
祈

り
ま
し
た
。

　
吾
妻
山
は
、
夏
の
キ
ャ
ン
プ
や

登
山
に
多
く
の
方
が
訪
れ
ま
す
が
、

地
元
の
「
吾
妻
山
友
の
会
」
に
よ

る
、
草
刈
作
業
や
有
志
に
よ
る
「
つ

り
ぼ
り
」
整
備
な
ど
、
地
域
の
方

の
活
動
に
よ
っ
て
大
き
く
支
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
今
シ
ー
ズ
ン
も
多
く
の
登
山
者

で
賑
わ
い
ま
す
。


